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２
０
２
３ 

第
２
回 

京
大
本
番
レ
ベ
ル
模
試
（
文
系
） 

 

採
点
基
準 

 

■
現
代
文 

採
点
の
原
則 

 

① 

全
て
の
答
案
に
つ
い
て
各
要
素
単
独
採
点
と
す
る
が
、
答
案
が
全
く
日
本
語
の
文
（
章
）
の
体
を
な
し
て
い
な
い
と
判 

 
 

断
さ
れ
る
場
合
は
、
要
素
の
有
無
に
関
係
な
く
０
点
と
す
る
。 

 

② 

得
点
箇
所
の
漢
字
の
誤
り
、
送
り
仮
名
の
誤
り
、
句
点
の
欠
落
等
に
つ
い
て
は
、
一
つ
ご
と
に
１
点
減
点
す
る
。
尚
、 

 
 

同
一
の
誤
字
、
送
り
仮
名
の
誤
り
の
繰
り
返
し
に
つ
い
て
は
、
１
点
だ
け
の
減
点
で
よ
い
。 

  

一 

現
代
文 

50
点 

 

問
一 

12
点 

 

■
形
式
上
の
不
備 

 

・
文
末
表
現
は
要
素
Ｇ
参
照 

  

■
模
範
解
答
例 

※
各
要
素
同
意
表
現
可
。
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
正
し
け
れ
ば
許
容
。 

 

Ａ
○
２
点 

 
 
 
 
 
 
 

Ｂ
○
２
点 

 
 
 
 
 
 
 

Ｃ
○
２
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｄ
○
１
点 

他
人
と
関
わ
る
こ
と
も
な
く
、
建
設
的
な
こ
と
も
で
き
ず
に 

ぼ
う
っ
と
無
駄
な
時
間
を
過
ご
し
、
孤
独
感
に
襲
わ
れ
て  

Ｅ
○
２
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｆ
○
３
点 

自
分
の
存
在
意
味
さ
え
希
薄
に
感
じ
ら
れ
た
時
、
そ
れ
は
新
た
な
自
己
と
世
界
が
生
成
す
る
前
触
れ
な
の
だ
と
思
い
直
す
こ
と 

 

が
で
き
た
か
ら
。
（
12
点
） 

 
 
 
 
 
 
 

 

■
要
素
Ａ
「
他
人
と
関
わ
る
こ
と
も
な
く
」
：
２
点 

 
 

・
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。
「
自
分
の
殻
に
閉
じ
こ
も
り
」
で
も
○ 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｂ
「
建
設
的
な
こ
と
も
で
き
ず
に
」
：
２
点 

 
 

・
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｃ
「
ぼ
う
っ
と
無
駄
な
時
間
を
過
ご
し
」
：
２
点 

 
 

・
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｄ
「
孤
独
感
に
襲
わ
れ
て
」
：
１
点 

 
 

・
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。
「
誰
か
ら
の
連
絡
も
な
く
」
で
も
○ 

 

■
要
素
Ｅ
「
自
分
の
存
在
意
味
さ
え
希
薄
に
感
じ
ら
れ
た
時
」
：
２
点 

 
 

・
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｆ
「
新
た
な
自
己
と
世
界
が
生
成
す
る
前
触
れ
な
の
だ
と
思
い
直
す
こ
と
が
で
き
た
」
：
３
点 

 
 

・
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。
「
顕
在
的
な
変
化
を
も
た
ら
す
前
の
準
備
期
間
な
の
だ
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と
公
的
的
に
捉
え
る
こ
と
が
で
き
た
か
ら
。
」
で
も
○ 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｇ 

「…

か
ら
・
の
で
・
た
め
」
と
い
っ
た
文
末
表
現
が
原
則
。
理
由
説
明
答
案
と
し
て
不
適
切
で
あ
る
と
判
断
さ
れ 

 
 
 
 

る
場
合
は
マ
イ
ナ
ス
１
点
。 

  

問
二 

８
点 

 

■
形
式
上
の
不
備 

 

・
文
末
表
現
は
要
素
Ｄ
参
照 

  

■
模
範
解
答
例 

※
各
要
素
同
意
表
現
可
。
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
正
し
け
れ
ば
許
容
。 

 

Ａ
○
３
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ
○
２
点 

未
体
験
の
人
間
関
係
、
生
活
の
場
や
環
境
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
で
、
自
己
と
世
界
と
の
間
に
未
知
の
交
流
や
連
携
が
生
ま 

    

Ｃ
○
３
点 

れ
、
心
身
を
構
成
し
て
い
た
要
素
と
そ
の
構
成
が
変
化
し
て
い
く
こ
と
。
（
８
点
） 

 

■
要
素
Ａ
「
未
体
験
の
人
間
関
係
、
生
活
の
場
や
環
境
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
」
：
３
点 

 
 

・
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

・
「
人
間
関
係
」
「
生
活
の
場
や
環
境
」
の
い
ず
れ
か
に
相
当
す
る
説
明
を
一
つ
欠
く
場
合
は
２
点
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｂ
「
自
己
と
世
界
と
の
間
に
未
知
の
交
流
や
連
携
が
生
ま
れ
」
：
２
点 

 
 

・
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。
「
異
質
な
も
の
が
自
分
の
中
に
入
り
込
む
＆
自
分
か
ら

出
て
い
き
、
つ
な
が
り
が
生
ま
れ
」
な
ど
で
も
○
。 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｃ
「
心
身
を
構
成
し
て
い
た
要
素
と
そ
の
構
成
が
変
化
し
て
い
く
」
：
３
点 

 
 

・
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

・
変
化
す
る
も
の
と
し
て
、
「
自
分
自
身
」
で
も
可
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｄ 

「…

（
と
い
う
）
こ
と
」
と
い
う
文
末
表
現
が
原
則
。
不
適
切
な
文
末
表
現
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
マ
イ 

 
 
 
 

ナ
ス
１
点
。 
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問
三 

８
点 

 
■
形
式
上
の
不
備 

 

・
文
末
表
現
は
要
素
Ｅ
参
照 

  

■
模
範
解
答
例 
※
各
要
素
同
意
表
現
可
。
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
正
し
け
れ
ば
許
容
。 

 

Ａ 

○
２
点                           

 
 
 
 
 
 
 

   

Ｂ
○
２
点                                    

 
 
 
 
 
 
 
 

     

Ｃ
○
２
点 

米
国
留
学
中
に
医
療
人
類
学
を
学
ん
だ
筆
者
は
、
医
学
や
医
療
の
営
み
を
外
部
か
ら
観
察
す
る
視
点
を
獲
得
し
、
臨
床
医
療
へ 

                           
 
 
 
 
 
 

 
Ｄ
○
２
点 

の
違
和
感
や
疑
問
を
克
服
す
べ
く 

研
究
者
へ
と
方
向
転
換
し
た
と
い
う
こ
と
。
（
８
点
） 

  

■
要
素
Ａ
「
米
国
留
学
中
に
医
療
人
類
学
を
学
ん
だ
」
：
２
点 

 
 

・
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｂ
「
医
学
や
医
療
の
営
み
を
外
部
か
ら
観
察
す
る
視
点
を
獲
得
し
」
：
２
点 

 
 

・
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｃ
「
臨
床
医
療
へ
の
違
和
感
や
疑
問
を
克
服
す
べ
く
」
：
２
点 

 
 

・
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｄ
「
研
究
者
へ
と
方
向
転
換
し
た
」
：
２
点 

 
 

・
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｅ 

「…

（
と
い
う
）
こ
と
」
と
い
う
文
末
表
現
が
原
則
。
不
適
切
な
文
末
表
現
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
マ
イ 

 
 
 
 

ナ
ス
１
点
。 

  

問
四 

10
点 

 

■
形
式
上
の
不
備 

 

・
文
末
表
現
は
要
素
Ｆ
参
照 

  

■
模
範
解
答
例 

※
各
要
素
同
意
表
現
可
。
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
正
し
け
れ
ば
許
容
。 

 

Ａ
○
１
点 

 
 
 
 
 
 
 

Ｂ
○
１
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｃ
○
３
点 

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
在
り
方
、
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
コ
ン
セ
ン
ト
の
際
の 

医
師
の
倫
理
観
や
行
動
に
つ
い
て
の
異
文
化
間
の
比 

              
 
 
 

 

Ｄ
○
２
点                                    

 
 
 
 
 
 
 
 

     

Ｅ
○
３
点 

較
研
究
、
ま
た
、
ト
ラ
ウ
マ
や
ジ
ェ
ン
ダ
ー
、
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
と
い
っ
た
、
医
学
や
医
療
を
め
ぐ
る
社
会
的
な
問
題
を
研 

 

究
す
る
学
問
。
（
10
点
） 
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■
要
素
Ａ
「
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
在
り
方
」
：
１
点 

 
 

・
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 

■
要
素
Ｂ
「
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
コ
ン
セ
ン
ト
の
際
の
」
：
１
点 

 
 

・
「
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
コ
ン
セ
ン
ト
」
は
「
告
知
」
で
可
。
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 

■
要
素
Ｃ
「
医
師
の
倫
理
観
や
行
動
に
つ
い
て
の
異
文
化
間
の
比
較
研
究
」
：
３
点 

 
 

・
「
行
動
」
は
な
く
て
も
可
。
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

・
「
異
文
化
間
（
の
比
較
）
」
に
相
当
す
る
説
明
を
欠
く
な
ど
、
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｄ
「
ト
ラ
ウ
マ
や
ジ
ェ
ン
ダ
ー
、
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
と
い
っ
た
」
：
２
点 

 
 

・
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

・
「
ト
ラ
ウ
マ
」
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」
「
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
」
の
い
ず
れ
か
一
つ
を
欠
く
な
ど
、
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と

判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｅ
「
医
学
や
医
療
を
め
ぐ
る
社
会
的
な
問
題
を
研
究
す
る
」
：
３
点 

 
 

・
「
（
を
め
ぐ
る
）
社
会
的
な
問
題
を
研
究
す
る
」
は
「
外
部
か
ら
観
察
す
る
（
視
点
を
持
つ
）
」
で
も
可
。 

 
 

・
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｆ 

「…

学
問
」
と
い
う
文
末
表
現
が
原
則
。
「
学
問
」
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
る
答
案
の
文
末
表
現
と
し
て
妥
当
で 

 
 
 
 

あ
る
と
判
断
で
き
れ
ば
広
く
許
容
し
て
よ
い
。
不
適
切
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
マ
イ
ナ
ス
１
点
。 

  

問
五 

12
点 

 

■
形
式
上
の
不
備 

 

・
文
末
表
現
は
要
素
Ｆ
参
照 

 

■
模
範
解
答
例 

※
各
要
素
同
意
表
現
可
。
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
正
し
け
れ
ば
許
容
。 

 

Ａ
○
２
点                                       

 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ
○
２
点              

 
 
 
 

  

Ｃ
○
３
点 

世
界
に
は
変
化
す
る
も
の
と
変
化
し
な
い
も
の
が
共
存
し
、
異
質
な
人
間
や
事
物
同
士
が 

閉
じ
な
が
ら
開
か
れ
て
い
る
状
態 

                
 
 
 

 

Ｄ
○
２
点                              

 
 
 
 
 
 
 

   

Ｅ
○
３
点 

で
ク
ロ
ス
し
つ
つ
、
人
間
の
感
性
が
合
流
と
離
散
を
繰
り
返
す
こ
と
で
、
新
た
な
世
界
や
自
己
、
意
味
が
生
成
し
て
く
る
と
考 

 

え
ら
れ
る
か
ら
。 

  

■
要
素
Ａ｢

世
界
に
は
変
化
す
る
も
の
と
変
化
し
な
い
も
の
が
共
存
し｣

：
２
点 

 
 

・
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｂ｢

異
質
な
人
間
や
事
物
同
士
が｣

：
２
点 

 
 

・
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 
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■
要
素
Ｃ｢

閉
じ
な
が
ら
開
か
れ
て
い
る
状
態
で
ク
ロ
ス
し
つ
つ｣

：
３
点 

 
 

・
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

・
「
ク
ロ
ス
し
つ
つ
」
に
相
当
す
る
説
明
を
欠
く
場
合
は
２
点
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｄ｢

人
間
の
感
性
が
合
流
と
離
散
を
繰
り
返
す｣

：
２
点 

 
 

・
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｅ｢

新
た
な
世
界
や
自
己
、
意
味
が
生
成
し
て
く
る
と
考
え
ら
れ
る｣

：
３
点 

 
 

・
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

・
「
世
界
」
「
自
己
」
「
意
味
」
を
そ
れ
ぞ
れ
１
点
と
し
、
一
つ
欠
く
ご
と
に
マ
イ
ナ
ス
１
点
。 

 
 

・
全
体
と
し
て
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｆ 

「…

か
ら
・
の
で
・
た
め
」
と
い
っ
た
文
末
表
現
が
原
則
。
理
由
説
明
答
案
と
し
て
不
適
切
で
あ
る
と
判
断
さ
れ 

 
 
 
 

る
場
合
は
マ
イ
ナ
ス
１
点
。 
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二 

現
代
文 

50
点 

  

問
一 
８
点 

 

■
形
式
上
の
不
備 

 

・
文
末
表
現
は
要
素
Ｅ
参
照 

  

■
模
範
解
答
例 

※
各
要
素
同
意
表
現
可
。
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
正
し
け
れ
ば
許
容
。 

 

Ａ
○
１
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ
○
３
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｃ
○
２
点 

筆
者
が
今
の
人
が
時
代
遅
れ
だ
と
い
う
理
由
は
、
あ
ら
ゆ
る
物
事
が
人
間
の
予
想
を
超
え
た
速
度
で
進
行
し
、
そ
の
こ
と
を
予 

                    
 
 
 
 

  

Ｄ
○
２
点 

見
で
き
な
か
っ
た
人
間
が 

困
惑
し
て
い
る
こ
と
に
よ
る
と
い
う
こ
と
。
（
８
点
） 

  

■
要
素
Ａ
「
筆
者
が
今
の
人
が
時
代
遅
れ
だ
と
い
う
理
由
は
」
：
１
点 

 
 

・
ほ
ほ
同
等
の
内
容
が
答
案
の
ど
こ
か
に
あ
れ
ば
可
。 

 

■
要
素
Ｂ
「
あ
ら
ゆ
る
物
事
が
人
間
の
予
想
を
超
え
た
速
度
で
進
行
し
」
：
３
点 

 
 

・
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｃ
「
そ
の
こ
と
（
＝
要
素
Ｂ
）
を
予
見
で
き
な
か
っ
た
人
間
が
」
：
２
点 

 
 

・
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｄ
「
困
惑
し
て
い
る
こ
と
に
よ
る
」
：
２
点 

 
 

・
類
似
性
が
感
得
で
き
る
説
明
を
広
く
許
容
し
て
可
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｅ 

「…

（
と
い
う
）
こ
と
」
と
い
う
文
末
表
現
が
原
則
。
不
適
切
な
文
末
表
現
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
マ
イ 

 
 
 
 

ナ
ス
１
点
。 

  

問
二 

８
点 

 

■
形
式
上
の
不
備 

 

・
文
末
表
現
は
要
素
Ｅ
参
照 

 

■
模
範
解
答
例 

※
各
要
素
同
意
表
現
可
。
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
正
し
け
れ
ば
許
容
。 

 

Ａ
○
２
点 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ
○
２
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｃ
○
２
点 

今
日
の
世
界
を
不
安
に
陥
れ
て
い
る 

思
想
や
政
治
形
態
の
対
立
に
つ
い
て
、
そ
の
優
劣
を
明
確
に
決
め
る
こ
と
も
で
き
ず
、 

        
 

 

Ｄ
○
２
点 

そ
う
し
た
対
立
を
結
局
は
武
力
に
よ
り
解
決
し
よ
う
と
し
て
い
る
か
ら
。
（
８
点
） 
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■
要
素
Ａ
「
今
日
の
世
界
を
不
安
に
陥
れ
て
い
る
」
：
２
点 

 
 

・
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｂ
「
思
想
や
政
治
形
態
の
対
立
に
つ
い
て
」
：
２
点 

 
 

・
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｃ
「
そ
の
優
劣
を
明
確
に
決
め
る
こ
と
も
で
き
ず
」
：
２
点 

 
 

・
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｄ
「
そ
の
対
立
を
結
局
は
武
力
に
よ
り
解
決
し
よ
う
と
し
て
い
る
」
：
２
点 

 
 

・
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｅ 

「…

か
ら
・
の
で
・
た
め
」
と
い
っ
た
文
末
表
現
が
原
則
。
理
由
説
明
答
案
と
し
て
不
適
切
で
あ
る
と
判
断
さ
れ 

 
 
 
 

る
場
合
は
マ
イ
ナ
ス
１
点
。 

  

問
三 

14
点 

 

■
形
式
上
の
不
備 

 

・
文
末
表
現
は
要
素
Ｇ
参
照 

  

■
模
範
解
答
例 

※
各
要
素
同
意
表
現
可
。
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
正
し
け
れ
ば
許
容
。 

 

Ａ
○
１
点        

 
 

Ｂ
○
２
点                                

 
 
 
 
 
 
 
 

   

Ｃ
○
３
点 

若
い
頃
の
筆
者
は
、
人
類
が
地
球
と
終
末
の
運
命
を
共
に
し
な
い
た
め
に
、
科
学
の
発
達
は
全
て
許
容
し
う
る
と
考
え
て
い
た 

   
 

  

Ｄ
○
２
点                         

 
 
 
 
 
 

     

Ｅ
○
３
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｆ
○
３
点 

が
、
時
に
極
度
の
不
安
焦
慮
を
感
じ
る
こ
と
も
あ
り
、
東
洋
の
古
美
術
や
動
植
物
を
育
む
自
然
に
親
し
む
う
ち
に
、
地
球
と
運 

 

命
を
共
に
す
る
こ
と
に
む
し
ろ
心
の
平
安
を
抱
く
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
。(

14
点) 

  

■
要
素
Ａ
「
若
い
頃
の
筆
者
は
」
：
１
点 

 
 

・
箇
所
を
特
定
で
き
な
く
て
も
、
筆
者
の
考
え
が
加
齢
と
共
に
変
化
し
た
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
読
み
取
れ
れ
ば
可
。 

 

■
要
素
Ｂ
「
人
類
が
地
球
と
運
命
を
共
に
し
な
い
た
め
に
」
：
２
点 

 
 

・
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

・
「
科
学
」
と
い
う
語
を
欠
く
な
ど
、
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｃ
「
科
学
の
発
達
は
全
て
許
容
し
う
る
と
考
え
て
い
た
が
」
：
３
点 

 
 

・
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 
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■
要
素
Ｄ
「
と
き
に
極
度
の
不
安
焦
慮
を
感
じ
る
こ
と
も
あ
り
」
：
２
点 

 
 

・
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｅ
「
東
洋
の
古
美
術
や
動
植
物
を
育
む
自
然
に
親
し
む
う
ち
に
」
：
３
点 

 
 

・
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

・
「
東
洋
の
古
美
術
」
「
（
動
植
物
を
育
む
）
自
然
に
親
し
む
う
ち
に
」
の
い
ず
れ
か
を
欠
く
場
合
は
２
点
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｆ
「
地
球
と
運
命
を
共
に
す
る
こ
と
に
む
し
ろ
心
の
平
安
を
抱
く
よ
う
に
な
っ
た
」
：
３
点 

 
 

・
「
心
の
平
安
を
抱
く
」
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
読
み
取
れ
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｇ 

「…

（
と
い
う
）
こ
と
」
と
い
う
文
末
表
現
が
原
則
。
不
適
切
な
文
末
表
現
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
マ
イ 

 
 
 
 

ナ
ス
１
点
。 
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問
四 

８
点 

 
■
形
式
上
の
不
備 

 

・
文
末
表
現
は
要
素
Ｅ
参
照 

  

■
模
範
解
答
例 
※
各
要
素
同
意
表
現
可
。
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
正
し
け
れ
ば
許
容
。 

 

Ａ
○
２
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

Ｂ
○
２
点 

 
 
 

 

Ｃ
○
２
点 

他
の
動
物
よ
り
は
る
か
に
進
歩
し
た
と
思
い
上
が
り
、
自
ら
の
分
を
忘
れ
て 

自
然
の
法
則
か
ら
逸
脱
し
て
い
る
人
間
も
、 

Ｄ
○
２
点 

所
詮
は
地
球
上
に
生
じ
た
動
物
の
一
種
に
過
ぎ
な
い
の
だ
と
い
う
思
い
。
（
８
点
） 

 

■
要
素
Ａ
「
他
の
動
物
よ
り
は
る
か
に
進
歩
し
た
と
思
い
上
が
り
」
：
２
点 

 
 

・
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｂ
「
自
ら
の
分
を
忘
れ
て
」
：
２
点 

 
 

・
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｃ
「
自
然
の
法
則
か
ら
逸
脱
し
て
い
る
人
間
」
：
２
点 

 
 

・
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｄ
「
所
詮
は
地
球
上
に
生
じ
た
動
物
の
一
種
に
過
ぎ
な
い
の
だ
」
：
２
点 

 
 

・
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｅ 

「
筆
者
の
思
い
」
を
説
明
し
た
答
案
の
文
末
表
現
と
し
て
妥
当
で
あ
る
と
判
断
で
き
れ
ば
広
く
許
容
し
て
よ
い
。 

 
 
 
 

不
適
切
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
マ
イ
ナ
ス
１
点
。 

  

問
五 

12
点 

 

■
形
式
上
の
不
備 

 

・
文
末
表
現
は
要
素
Ｆ
参
照 

 

■
模
範
解
答
例 

※
各
要
素
同
意
表
現
可
。
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
正
し
け
れ
ば
許
容
。 

 

Ａ
○
２
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ
○
３
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

思
想
や
科
学
を
進
歩
、
発
達
さ
せ
、
今
や
地
球
上
の
動
物
の
頂
点
に
ま
で
登
り
つ
め
た
か
に
見
え
る
人
間
で
は
あ
る
が
、 

Ｃ
○
２
点 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

Ｄ
○
２
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｅ
○
３
点 

限
界
も
考
慮
せ
ず
に
発
展
さ
せ
た 

思
想
や
科
学
の
成
果
を
持
て
余
し
、
自
分
自
身
を
亡
ぼ
し
か
ね
な
い
危
機
的
状
況
も
予
測
さ 

 

れ
る
か
ら
。
（
12
点
） 
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■
要
素
Ａ
「
思
想
や
科
学
を
進
歩
、
発
達
さ
せ
」
：
２
点 

 
 

・
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｂ
「
今
や
地
球
上
の
動
物
の
頂
点
に
ま
で
登
り
つ
め
た
か
に
見
え
る
人
間
」
：
３
点 

 
 

・
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｃ
「
限
界
も
考
慮
せ
ず
に
発
展
さ
せ
た
」
：
２
点 

 
 

・
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｄ
「
思
想
や
科
学
の
成
果
を
持
て
余
し
」
：
２
点 

 
 

・
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｅ
「
自
分
自
身
を
亡
ぼ
し
か
ね
な
い
危
機
的
状
況
も
予
測
さ
れ
る
」
：
３
点 

 
 

・
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｆ 

「…

か
ら
・
の
で
・
た
め
」
と
い
っ
た
文
末
表
現
が
原
則
。
理
由
説
明
答
案
と
し
て
不
適
切
で
あ
る
と
判
断
さ
れ 

 
 
 
 

る
場
合
は
マ
イ
ナ
ス
１
点
。 
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三 

古
文 

50
点 

 
※
内
容
説
明
の
設
問
で
は
、
末
尾
の
句
点
が
な
い
も
の
は
１
点
減
点
。
た
だ
し
、
現
代
語
訳
の
設
問
で
は
、
文
末
の
句
読
点
は

不
問
。 

 

問
一 

10
点 

 【
模
範
解
答
】 

 

Ａ
○
３
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ
○
２
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｃ
○
３
点 

初
め
に
も
申
し
上
げ
た
こ
と
で
す
が
、
私
は
た
だ
あ
な
た
に
薄
情
だ
な
ど
と 

思
わ
れ
申
し
上
げ
る
こ
と
は
す
る
ま
い 

 

Ｄ
○
２
点 

と
思
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
（
ほ
か
に
妻
を
持
つ
よ
う
な
こ
と
は
断
念
し
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
す
。
）
（
10
点
） 

 

■
採
点
の
ポ
イ
ン
ト 

◯ 

道
頼
（
中
将
の
君
）
か
ら
妻
（
女
君
）
に
対
す
る
会
話
文
中
の
現
代
語
訳
で
あ
る
か
ら
、
主
体
は
一
人
称
「
私
（
＝
道

頼
）
」
、
客
体
は
二
人
称
「
あ
な
た
」
と
と
す
る
。 

◯ 

敬
語
の
種
類
・
有
無
に
よ
っ
て
、
主
体
は
正
確
に
判
断
で
き
る
。
◯
加
点
要
素
が
答
案
の
中
に
表
記
さ
れ
て
お
り
、 

Ａ
〜
Ｄ
の
各
配
点
部
分
の
中
で
構
成
要
素
と
し
て
機
能
し
て
い
れ
ば
、
例
え
ば
「
私
」
な
ど
が
、
重
複
し
て
記
述
さ
れ
て

い
な
く
て
も
よ
い
。 

 

■
各
加
点
要
素
の
加
点
の
条
件 

Ａ
「
初
め
に
も
申
し
上
げ
た
こ
と
で
す
が
、
」
（
３
点
） 

※
「
は
じ
め
も
聞
こ
え
し
を
」
の
現
代
語
訳
。 

 

※ 

こ
こ
の
「
聞
こ
ゆ
」
は
、
謙
譲
語
の
本
動
詞
「
申
し
上
げ
る
／
お
話
し
す
る
」
の
意
味
で
あ
る
。 

※ 

こ
こ
の
「
き
」
は
、
直
接
経
験
過
去
の
助
動
詞
で
あ
る
。 

※ 

こ
こ
の
「
を
」
は
、
単
純
接
続
の
助
詞
「…

だ
が
／…

け
れ
ど
」
の
意
味
で
あ
る
。 

◯ 

会
話
文
中
な
の
で
、
丁
寧
語
の
表
現
「…

で
す
／
ま
す
」
が
あ
っ
た
方
が
よ
い
が
、
な
く
と
も
減
点
し
な
い 

 

加
点
ポ
イ
ン
ト 

 

 
 
 

（
私
が
）
初
め
に
も
（
あ
な
た
に
）
申
し
あ
げ
た
こ
と
で
す
が
、 

  

※
（ 

）
内
の
主
体
・
客
体
は
無
く
て
も
よ
い
が
、
文
脈
上
、
関
係
が
こ
の
よ
う
に
と
れ
な
い
書
き
方
の
場
合
は
傍
線
部
要

素
が
あ
っ
て
も
加
点
し
な
い
。 

 
 
 
 

✖ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

✖ 

 

（
例
） 

✖
あ
な
た
が
初
め
に
も
申
し
あ
げ
た
こ
と
で
す
が
、 

 
 

✖
初
め
に
も
あ
な
た
が
申
し
あ
げ
た
こ
と
で
す
が
、 

 

Ｂ
「
私
は
た
だ
あ
な
た
に
薄
情
だ
な
ど
と
」
（
２
点
） 

 

※
「
た
だ
つ
ら
し
と
」
の
現
代
語
訳
。 

  

※
こ
こ
の
「
つ
ら
し
」
は
、
「
薄
情
だ
／
冷
た
い
」
等
の
意
味
で
あ
る 
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加
点
ポ
イ
ン
ト 

 
 
 

 
 
 
 

た
だ
（
私
／
道
頼
は
）
（
あ
な
た
に
）
薄
情
（
／
冷
た
い
）
（
な
男
）
だ
（
な
ど
）
と  

 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※
（ 

）
内
の
主
体
・
客
体
等
は
無
く
て
も
よ
い
が
、
明
ら
か
な
間
違
い
が
あ
る
場
合
は
加
点
ポ
イ
ン
ト
が
そ
ろ
っ
て
い
て
も

加
点
し
な
い
。 

  

Ｃ
「
思
わ
れ
申
し
あ
げ
る
こ
と
は
す
る
ま
い
」
（
３
点
） 

 

※
「…

と
思
は
れ
き
こ
え
じ
」
の
現
代
語
訳
。 

 

◯ 

こ
こ
の
「
る
」
は
、
受
身
の
助
動
詞
で
あ
る
。 

◯ 

こ
こ
の
「
き
こ
ゆ
」
は
、
謙
譲
語
の
補
助
動
詞
「…

申
し
上
げ
る
／
お…

す
る
」
の
意
味
で
あ
る
。 

◯ 

こ
こ
の
「
じ
」
は
、
打
消
意
志
の
助
動
詞
で
あ
る
。 

◯ 

こ
こ
の
主
体
は
「
私
（
道
頼
）
」
・
客
体
は
「
あ
な
た
」
で
あ
る
。 

 

加
点
ポ
イ
ン
ト 

 

① 
 

② 
 
 

③ 

私
は…

あ
な
た
に 

思
わ
れ
申
し
あ
げ
る
こ
と
は
す
る
ま
い 

  

※
ポ
イ
ン
ト
③
が
あ
る
の
は
当
然
だ
が
、
解
答
全
体
か
ら
①
・
②
が
正
し
く
読
み
取
れ
な
い
場
合
は
▲
１
点
ず
つ
減
点
。 

  

Ｄ
「
と
思
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
（
ほ
か
に
妻
を
持
つ
よ
う
な
こ
と
は
断
念
し
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
す
。
）
」
（
２
点
） 

 

※
「…

と
な
む
思
へ
ば
、
」
の
現
代
語
訳
。 

  

◯ 

「
思
へ
｜
ば
」
は
順
接
確
定
条
件
「…

の
で
／…

か
ら
」
の
意
味
で
あ
る
。 

◯ 

省
略
さ
れ
て
い
る
「
ほ
か
に
妻
を
持
つ
よ
う
な
こ
と
は
断
念
し
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
す
」
の
部
分
は
、
記
述
さ
れ
て

い
れ
ば
さ
ら
に
よ
い
が
、
な
く
て
も
減
点
は
し
な
い
。 

 

加
点
ポ
イ
ン
ト 

 

…

と 

思
っ
て
い
る
か
ら 

こ
そ
（
ほ
か
に
妻
を
持
つ
よ
う
な
こ
と
は
断
念
し
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
す
。
） 

    

（
２
） 

 

 【
模
範
解
答
】 

 

Ａ
○
３
点 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ
○
４
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

た
と
え
、
ほ
か
の
人
々
が
と
や
か
く
あ
な
た
に
申
し
あ
げ
た
と
し
て
も
、
ま
さ
か
私
が
ほ
か
に
妻
を
持
つ
よ
う
な
こ
と
は
あ
る
ま 

Ｃ
○
３
点 

い 

と
お
思
い
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。
（
10
点
） 

 



13 

■
採
点
の
ポ
イ
ン
ト 

◯ 

敬
語
の
種
類
・
有
無
に
よ
っ
て
、
主
体
は
正
確
に
判
断
で
き
る
。
◯
加
点
要
素
が
答
案
の
中
に
表
記
さ
れ
て
お
り
、 

Ａ
〜
Ｃ
の
各
配
点
部
分
の
中
で
構
成
要
素
と
し
て
機
能
し
て
い
れ
ば
、
例
え
ば
「
私
」
な
ど
が
、
重
複
し
て
記
述
さ
れ
て

い
な
く
て
も
よ
い
。 

  

Ａ
「
た
と
え
、
ほ
か
の
人
々
が
と
や
か
く
あ
な
た
に
申
し
あ
げ
た
と
し
て
も
、
」
（
３
点
） 

※
「
人
々
と
か
う
聞
こ
ゆ
と
も
」
の
現
代
語
訳
。 

 

※ 

こ
こ
の
主
体
は
「
（
ほ
か
の
）
人
々
／
女
房
た
ち
／
乳
母
た
ち
／
衛
門
た
ち
／
世
間
の
人
々
」
で
あ
る
。 

※ 

こ
こ
の
副
詞
「
と
か
う
」
は
「
と
や
か
く
（
／
あ
れ
や
こ
れ
や
と
／
な
ん
や
か
や
と
）」
の
意
味
で
あ
る
。 

※ 

こ
こ
の
客
体
は
「
あ
な
た
」
で
あ
る
。 

※
こ
こ
の
「
き
こ
ゆ
」
は
、
謙
譲
語
の
本
動
詞
「
申
し
上
げ
る
／
お
話
し
す
る
」
の
意
味
で
あ
る
。 

※ 

こ
こ
の
接
続
助
詞
「
と
も
」
は
逆
接
仮
定
条
件
「（
た
と
え
）…

た
と
し
て
も
／
も
し…

て
も
」
の
意
味
で
あ
る
。 

 

加
点
ポ
イ
ン
ト 

 

 
 
 

（
た
と
え
）
（
ほ
か
の
）
人
々
（
女
房
た
ち
／
乳
母
た
ち
／
衛
門
た
ち
／
世
間
の
人
々
）
が 

と
や
か
く
（
／
あ
れ
や
こ
れ
や

と
／
な
ん
や
か
や
と
） 

あ
な
た
に 

申
し
あ
げ
た
と
し
て
も
、 

   

Ｂ
「
ま
さ
か
私
が
ほ
か
に
妻
を
持
つ
よ
う
な
こ
と
は
あ
る
ま
い
」
（
４
点
） 

※
「
よ
も
あ
ら
じ
」
の
現
代
語
訳
。 

 

※
こ
こ
の
主
体
は
「
私
（
＝
道
頼
）」
で
あ
る
。 

※
こ
こ
の
呼
応
の
副
詞
「
よ
も…

じ
」
は
「
ま
さ
か…

ま
い
（
／
な
い
だ
ろ
う
）」
の
意
味
で
あ
る
。 

※
こ
こ
の
「
あ
り
」
は
代
動
詞
で
、「
（
私
が
）（
あ
な
た
の
／
あ
な
た
以
外
の
）
ほ
か
に 

妻
を
持
つ
」
の
意
味
で
あ
る
。 

 

加
点
ポ
イ
ン
ト 

 

 
 
 

ま
さ
か
私
が
ほ
か
に
妻
を
持
つ
よ
う
な
こ
と
は
あ
る
ま
い 

 

△ 

こ
こ
の
呼
応
の
副
詞
「
よ
も
｜
あ
ら
｜
じ
」
に
対
し
て
、
「
ま
さ
か
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
あ
る
ま
い
（
／
な
い
だ
ろ
う
）
」

等
と
直
訳
し
た
答
案
は
２
点
と
す
る
。 

  

Ｃ
「
と
お
思
い
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
」
（
３
点
） 

※
「
と
思
せ
」
の
現
代
語
訳
。 

 

※
こ
こ
の
主
体
は
「
あ
な
た
」
で
あ
る
が
、
会
話
文
中
の
命
令
形
で
あ
り
、
明
ら
か
な
の
で
、
記
述
が
な
く
と
も
よ
い
。 

◯ 

こ
こ
の
「
思
せ
」
は
、
尊
敬
語
の
本
動
詞
「
思
す
」
の
命
令
形
で
、「
お
思
い
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
／
お
考
え
に
な
っ
て

く
だ
さ
い
」
の
意
味
で
あ
る
。 

◯ 

現
代
語
訳
の
設
問
な
の
で
、
句
読
点
（
、
・
。）
や
引
用
符
合
（「 

」）
の
有
無
は
問
わ
な
い
。 
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加
点
ポ
イ
ン
ト 

  
 

と
お
思
い
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。 

   

問
二 

（
10
点
） 

 

【
模
範
解
答
】 

Ａ
○
２
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

私
は
あ
な
た
の
こ
と
を
、
私
の
ほ
か
に
妻
を
持
つ
よ
う
な
不
誠
実
な
人
で
は
な
い
と
思
っ
て
い
る
が
、
も
し
か
し
た
ら
、
本
当
の 

Ｂ
／
Ｃ
／
Ｄ 

Ｃ
○
２
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｄ
前
半 

 
 
 
 

Ｂ
○
３
点 

 
 
 
 
 
 
 
 

あ
な
た
は 

 

口
で
は
愛
し
て
い
る
な
ど
と
言
っ
て
い
て
も
、
実
は
頼
り
に
な
ら
な
い 

浮
気
な
人
な
の
か
も
知
れ
な
い
と 

Ｄ
○
３
点 

不
安
で
あ
る
と
い
う
こ
と
。 

  

■
採
点
の
ポ
イ
ン
ト 

◯ 

加
点
要
素
が
答
案
の
中
に
表
記
さ
れ
て
お
り
、
Ａ
〜
Ｄ
の
各
配
点
部
分
の
中
で
構
成
要
素
と
し
て
機
能
し
て
い
れ
ば
、

加
点
要
素
が
重
複
し
て
記
述
さ
れ
て
い
な
く
て
も
よ
い
。
例
え
ば
、
「
あ
な
た
は
」
な
ど
は
、
一
度
書
か
れ
て
い
て
、 

そ
の
部
分
に
か
か
っ
て
い
れ
ば
都
度
書
か
れ
て
い
る
必
要
は
な
い
。 

○
説
明
の
設
問
な
の
で
、
主
体
・
客
体
は
、
「
道
頼
（
私
）
」
・
「
女
君
（
あ
な
た
）
」
等
と
三
人
称
に
し
て
も
構
わ
な
い
。 

 

■
各
加
点
要
素
の
加
点
の
条
件 

 

Ａ
「
私
は
あ
な
た
の
こ
と
を
、
私
の
ほ
か
に
妻
を
持
つ
よ
う
な
不
誠
実
な
人
で
は
な
い
と
思
っ
て
い
る
」
（
２
点
） 

 

※
「
さ
思
は
む
」
の
理
解
。
直
前
で
道
頼
が
言
っ
て
い
る
「
よ
も
あ
ら
じ
（
ほ
か
に
妻
を
持
つ
よ
う
な
こ
と
は
あ
る
ま
い
）

と
思
せ
」
の
内
容 

 

◯
「
私
（
＝
女
君
）
は
あ
な
た
（
＝
道
頼
）
を
、
誠
実
な
人
間
（
／
頼
り
に
な
る
人
／
他
に
妻
を
持
つ
よ
う
な
男
で
な
い
）
と

信
じ
て
は
い
る
」
と
い
う
要
素
が
あ
れ
ば
よ
い
。 

◯ 

こ
こ
の
主
体
は
「
私
（
＝
女
君
）
」
、
客
体
は
「
あ
な
た
（
＝
道
頼
）
」
で
あ
る
が
、
Ｂ
以
下
の
記
述
で
そ
の
こ
と
が
明

ら
か
に
分
か
る
場
合
は
記
述
が
な
く
と
も
可
と
す
る
。 

 

加
点
ポ
イ
ン
ト 

 

私
（
女
君
）
は 

あ
な
た
（
道
頼
の
こ
と
）
を
、
（
私
の
）
ほ
か
に
妻
を
持
つ
よ
う
な
（
／
不
誠
実
な
）
人
で
は
な
い
と 

思
っ

て
い
る
が
、 
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Ｂ
「
あ
な
た
は 

・
・
・
浮
気
な
人
な
の
か
も
知
れ
な
い
」
（
３
点
） 

 
※
「
あ
だ
人
」
「
下
く
ず
れ
ゆ
く
岸
」
の
指
示
内
容
と
隠
喩
の
理
解
。 

 

○
「
あ
だ
人
」
は
、
「
軽
薄
な
人
」
・
「
浮
気
な
人
」
の
意
。
そ
れ
の
例
え
が
「
下
く
ず
れ
ゆ
く
岸
」
。 

◯
「
あ
な
た
（
＝
道
頼
）
は
、
浮
気
な
（
／
不
誠
実
／
軽
薄
な
）
人
間
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
疑
い
」
と
い
う
要
素
が
あ
れ
ば

よ
い
。 

◯ 

こ
こ
の
主
体
は
「
あ
な
た
（
＝
道
頼
）
」
で
あ
る
が
、
Ａ
・
Ｃ
・
Ｄ
等
、
他
の
箇
所
の
記
述
か
ら
そ
れ
と
わ
か
る
答
案
に

つ
い
て
は
記
述
が
な
く
と
も
よ
い
。 

 

加
点
ポ
イ
ン
ト 

  

あ
な
た
（
／
道
頼
）
は 

浮
気
な
（
／
不
誠
実
な
／
軽
薄
な
）
人 

な
の
か
も
知
れ
な
い
（
と
い
う
疑
惑
／
疑
い
） 

  

☆ 

Ａ
で
「
私
（
＝
女
君
）
は
あ
な
た
（
＝
道
頼
）
を
、
誠
実
な
人
間
（
／
他
に
妻
を
持
つ
よ
う
な
男
で
な
い
）
と
信
じ
て
は

い
る
」
と
い
う
要
素
が
あ
る
場
合
に
は
、
「
そ
う
（
い
う
人
）
で
は
な
い
の
か
も
知
れ
な
い
（
と
い
う
疑
念
）
」
と
い
う
よ

う
に
、
指
示
語
（
そ
う
／
そ
の
よ
う
な
／
そ
う
い
う
人
）
で
提
示
し
て
あ
っ
て
も
、
Ｂ
部
分
は
正
解
と
し
、
３
点
配
点
を
与

え
る
。 

  

Ｃ
「
あ
な
た
は
・
・
・
口
で
は
愛
し
て
い
る
な
ど
と
言
っ
て
い
て
も
」
（
２
点
） 

 

※
「
思
ふ
と
い
へ
ど
」
の
理
解 

○
「
思
ふ
」
＝
「
（
あ
な
た
の
こ
と
を
）
愛
し
て
い
る
」
。
「
愛
し
て
い
る
」
と
同
等
の
表
現
な
ら
可
だ
が
、
単
に
「
思
う
」

は
不
可
。 

◯
「
あ
な
た
（
＝
道
頼
）
の
愛
は
、
口
先
ば
か
り
／
上
部
だ
け
」
と
い
う
要
素
が
あ
れ
ば
よ
い
。 

◯
「
あ
な
た
（
＝
道
頼
）
の
愛
」
で
あ
る
が
、
Ａ
・
Ｃ
・
Ｄ
等
、
他
の
箇
所
の
記
述
か
ら
「
あ
な
た
（
＝
道
頼
）
の
」
と
わ
か

る
答
案
に
つ
い
て
は
、
こ
の
記
述
が
な
く
と
も
よ
い
。 

  

加
点
ポ
イ
ン
ト 

  
 
 
 
 
 
 
 
 

あ
な
た
（
道
頼
）
は 

口
で
は
愛
し
て
い
る
な
ど
と
言
っ
て
い
て
も 

   

Ｄ
「
あ
な
た
は 

・
・
・
頼
り
に
な
ら
な
い
・
・
・
不
安
で
あ
る
」 

（
３
点
） 

 

※
「
頼
ま
れ
ず
し
て
」
の
理
解 

 

◯
「
実
際
は
、
あ
な
た
（
＝
道
頼
）
は
、
頼
り
に
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
、
私
（
＝
女
君
）
の
不
安
」
と
い
う
要
素

が
あ
れ
ば
よ
い
。 

 

加
点
ポ
イ
ン
ト 

 

あ
な
た
（
／
道
頼
）
は
頼
り
に
な
ら
な
い
・
・
・ 

不
安
で
あ
る
（
／
あ
な
た
の
こ
と
を
信
じ
き
れ
な
い
） 
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☆ 

Ａ
で
「
私
（
＝
女
君
）
は
あ
な
た
（
＝
道
頼
）
を
、
誠
実
な
人
間
（
／
他
に
妻
を
持
つ
よ
う
な
男
で
な
い
）
と
信
じ
て
は

い
る
」
と
い
う
要
素
が
あ
る
場
合
に
は
、
「
実
際
は
（
／
本
当
は
／
現
実
に
は
）
、
そ
う
（
い
う
人
）
な
の
か
も
知
れ
な
い

と
不
安
で
あ
る
と
い
う
こ
と
。
」
と
い
う
よ
う
に
、
指
示
語
（
そ
う
／
そ
の
よ
う
な
／
そ
う
い
う
人
）
で
提
示
し
て
あ
っ
て

も
、
Ｄ
部
分
は
正
解
と
し
、
３
点
配
点
を
与
え
る
。 

  

問
三 

10
点 

 

【
模
範
解
答
】 

Ａ
○
３
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ
○
４
点 

 

も
し
、
私
が
あ
な
た
の
こ
と
を
お
慕
い
申
し
上
げ
る
な
ど
と
（
軽
薄
に
）
申
し
あ
げ
る
の
な
ら
ば
、
私
の
こ
と
を
い
つ
崩
れ
る
か 

Ｃ
○
３
点 

も
し
れ
な
い
頼
り
に
な
ら
な
い
男
だ
と 

お
っ
し
ゃ
っ
て
も
よ
い
で
し
ょ
う
が
（
そ
う
で
は
な
い
の
で
す
か
ら
）
、 

  

■
採
点
の
ポ
イ
ン
ト 

◯
加
点
要
素
が
答
案
の
中
に
表
記
さ
れ
て
お
り
、
Ａ
〜
Ｃ
の
各
配
点
部
分
の
中
で
構
成
要
素
と
し
て
機
能
し
て
い
れ
ば
、
重

複
し
て
記
述
さ
れ
て
い
な
く
て
も
よ
い
。 

 

■
各
加
点
要
素
の
加
点
の
条
件 

 

Ａ
「
も
し
、
私
が
あ
な
た
の
こ
と
を
お
慕
い
申
し
上
げ
る
な
ど
と
（
軽
薄
に
）
申
し
あ
げ
る
の
な
ら
ば
、
」
（
３
点
） 

※
「
『
思
ひ
き
こ
ゆ
』
と
聞
こ
え
ば
こ
そ
」
の
解
釈 

 

◯ 

こ
こ
の
主
体
は
「
私
／
道
頼
」
で
あ
る
。 

◯ 

こ
こ
の
客
体
は
二
人
称
「
あ
な
た
」
で
あ
る
。 

◯ 

こ
こ
の
「
思
ふ
」
は
、
「
愛
す
る
」
の
意
味
で
あ
る
（
こ
こ
は
「
思
う
」
で
も
可
と
す
る
）
。 

◯ 

こ
こ
の
「
き
こ
ゆ
」
は
、
謙
譲
語
の
補
助
動
詞
「
お…

申
し
上
げ
る
／
お…

す
る
」
の
意
味
で
あ
る
。 

◯ 

こ
こ
の
「
聞
こ
ゆ
」
は
、
謙
譲
語
の
本
動
詞
「
申
し
上
げ
る
」
の
意
味
で
あ
る
。 

◯ 

こ
こ
の
「
聞
こ
え
｜
ば
｜
こ
そ
」
は
、
順
接
仮
定
条
件
「
も
し…

な
ら
ば
／…

た
と
し
た
ら
」
の
意
味
で
あ
る
。 

 加
点
ポ
イ
ン
ト 

 

も
し
、
私
（
／
道
頼
）
が 

あ
な
た
（
の
こ
と
）
を 

お
慕
い
申
し
上
げ
る
な
ど
と
（
軽
薄
に
）
申
し
あ
げ
る
の
な
ら
ば
、 

  

 

Ｂ
「
私
の
こ
と
を
い
つ
崩
れ
る
か
も
し
れ
な
い
頼
り
に
な
ら
な
い
男
だ
と
」
（
４
点
） 

※
「
あ
や
ふ
し
と
も
」
の
解
釈 

 

◯ 

「
あ
や
ふ
し
」
の
主
体
は
「
私
／
道
頼
（
の
こ
と
）
」
で
あ
る
（
他
の
箇
所
の
記
述
か
ら
そ
れ
と
わ
か
る
答
案
に
つ
い
て
は

記
述
が
な
く
と
も
よ
い
）
。 

◯ 

こ
こ
の
「
あ
や
ふ
し
」
は
、
直
前
の
「
下
く
ず
れ
ゆ
く
岸
」
の
諷
喩
と
な
っ
て
い
る
の
で
、「
い
つ
崩
れ
る
か
も
し
れ
な
い

／
頼
り
に
な
ら
な
い
／
不
誠
実
だ
」
等
の
意
味
で
訳
さ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。 
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加
点
ポ
イ
ン
ト 

 

（
あ
な
た
は
）
私
（
／
道
頼
）
の
こ
と
を 

（
い
つ
崩
れ
る
か
も
し
れ
な
い
）
頼
り
に
な
ら
な
い
男
だ
と 

   

Ｃ
「
お
っ
し
ゃ
っ
て
も
よ
い
で
し
ょ
う
が
（
そ
う
で
は
な
い
の
で
す
か
ら
）
、
」
（
３
点
） 

※
「
こ
そ
、…

の
た
ま
は
め
、
」
の
解
釈 

 

◯ 

こ
こ
の
主
体
は
「
あ
な
た
」
で
あ
る
が
、
会
話
文
中
の
命
令
形
で
あ
り
、
二
人
称
主
語
は
明
ら
か
な
の
で
、
記
述
が
な

く
と
も
よ
い
。 

◯ 

こ
こ
の
「
の
た
ま
ふ
」
は
、
尊
敬
語
の
本
動
詞
「
の
た
ま
ふ
」
で
、
「
お
っ
し
ゃ
る
」
の
意
味
で
あ
る
。 

◯ 

こ
こ
の
「
む
」
は
、
適
当
（
勧
誘
）
の
助
動
詞
で
あ
る
。 

◯ 

こ
こ
の
文
中
の
係
結
び
「
こ
そ…

め
、
」
は
、
逆
接
を
表
す
か
ら
「…

て
も
よ
い
だ
ろ
う
が
／…

て
も
よ
い
だ
ろ
う
け

れ
ど
（
そ
う
で
は
な
い
の
だ
か
ら
）
」
の
意
味
で
あ
る
。
今
回
は
、
省
略
さ
れ
た
「
そ
う
で
は
な
い
の
だ
か
ら
」
は
な
く

と
も
よ
い
。 

◯ 

現
代
語
訳
の
設
問
な
の
で
、
句
読
点
（ 

、
・
。
）
や
引
用
符
合
（
「 

」
）
の
有
無
は
問
わ
な
い
。 

 

 

加
点
ポ
イ
ン
ト 

 

お
っ
し
ゃ
っ 

て
も
よ
い
で
し
ょ
う
が
（
そ
う
で
は
な
い
の
で
す
か
ら
）
、 

   

問
四 

10
点 

 

【
模
範
解
答
】 

  

Ａ
○
５
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ
○
５
点 

衛
門
が
右
大
臣
家
に
、
道
頼
に
は
す
で
に
通
い
婚
の
関
係
に
あ
る
女
性
が
存
在
す
る
と
報
告
し
た
の
で
、
右
大
臣
家
は
道
頼
と

娘
と
の
婚
礼
を
断
念
し
た
と
い
う
こ
と
。 

  

■
採
点
の
ポ
イ
ン
ト 

◯ 

尊
敬
語
「
お
ぼ
す
」
が
使
わ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
の
主
体
は
「
衛
門
（
乳
母
）
」
で
は
な
く
、
右
大
臣
家
（
の
人
間
）

で
あ
る
。 

◯
「
思
し
絶
ゆ
」
は
複
合
動
詞
「
思
ひ
絶
ゆ
＝
断
念
す
る
」
の
尊
敬
語
で
あ
る
。 

◯ 

「
断
念
」
し
た
の
は
、
「
道
頼
と
右
大
臣
家
の
娘
と
の
婚
礼
」
で
あ
る
。 

◯ 

加
点
要
素
が
答
案
の
中
に
表
記
さ
れ
て
お
り
、
Ａ
・
Ｂ
の
各
配
点
部
分
の
中
で
構
成
要
素
と
し
て
機
能
し
て
い
れ
ば
、

重
複
し
て
記
述
さ
れ
て
い
な
く
て
も
よ
い
。 

 

■
各
加
点
要
素
の
加
点
の
条
件 

 

Ａ
「
衛
門
が
右
大
臣
家
に
、
道
頼
に
は
す
で
に
通
い
婚
の
関
係
に
あ
る
女
性
が
存
在
す
る
と
報
告
し
た
の
で
」
（
５
点
） 

 

※
「
思
し
絶
え
に
け
り
」
と
い
う
行
為
の
理
由
・
原
因
。 
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◯ 

こ
こ
の
主
体
は
「
道
頼
の
乳
母
／
衛
門
」
で
あ
る
。 

◯ 
こ
こ
の
客
体
は
二
人
称
「
右
大
臣
／
右
大
臣
家
の
人
」
で
あ
る
。 

◯
「
衛
門
が
右
大
臣
家
に
、
道
頼
に
は
す
で
に
妻
が
い
る
と
報
告
し
た
」
と
い
う
行
為
の
理
由
・
原
因
が
記
述
さ
れ
て
い
れ
ば

よ
い
。 

 

加
点
ポ
イ
ン
ト 

 

衛
門
（
＝
道
頼
の
乳
母
）
が 

右
大
臣
家
（
側
）
に
、
道
頼
に
は
す
で
に
通
い
婚
の
関
係
に
あ
る
女
性
が
存
在
す
る
と
報
告

し
た
（
／
告
げ
た
／
話
し
た
）
の
で 

   

Ｂ
「
右
大
臣
家
は
道
頼
と
娘
と
の
婚
礼
を
断
念
し
た
と
い
う
こ
と
」
（
５
点
） 

 

※
「
思
し
絶
え
に
け
り
」
と
い
う
行
為
の
具
体
的
説
明
。 

 

◯ 

「
右
大
臣
（
家
側
の
人
間
）
が
、
道
頼
と
右
大
臣
の
娘
と
の
婚
礼
を
断
念
し
た
」
と
い
う
要
素
が
必
要
で
あ
る
。 

◯ 

こ
れ
は
「
説
明
せ
よ
」
と
い
う
設
問
の
文
末
で
あ
る
か
ら
、
句
点
「
。
」
の
な
い
も
の
は
減
点
１
点
と
す
る
。 

◯ 

「
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
言
っ
て
い
る
の
か
」
と
問
わ
れ
て
い
る
の
で
、
「…

（
と
い
う
）
こ
と
。
／…

（
と
い
う
）
心
理

（
状
態
）
。
／…

（
と
い
う
）
不
安
。
」
等
と
な
っ
て
い
な
い
な
い
も
の
は
減
点
１
点
と
す
る
。
句
点
「
。
」
の
な
い
も
の

も
減
点
１
点
と
す
る
。 

  

加
点
ポ
イ
ン
ト 

 

右
大
臣
（
家
側
の
人
間
）
は
道
頼
と
右
大
臣
の
娘
と
の
婚
礼
（
／
婚
姻
／
結
婚
）
を
断
念
し
た
（
／
諦
め
た
／
破
談
に
し
た
）

と
い
う
こ
と
。 

  


